
9 ▶ 日時　 会場　 内容　 対象　 定員　 参加費　 そのほか　 申し込み　 問い合わせ　 ホームページ　 メールアドレス　 ファックス

●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　7月31日から8月5日まで千葉県立北総花の丘公園で開催された「ホタル観賞会2018」に参加しまし
た。会場は、自然の谷津を活かしたEゾーン「自然生態園」で、ヘイケボタルのほか、多くの水生昆虫
が生息しています。

北総花の丘公園のホタル観賞会
－ホタル観賞で初夏の幻想的な世界へ－

コースのイルミネーションライト自然生態園内の遊歩道

参加者が出発します　

カラスウリと
キツネノカミソリの花

　観賞会は、10年前から毎年2日間の日程で開催され、昨年は3,462名
もの参加者があったことから、今年は6日間に延長しての開催。初日は
平日にもかかわらず779人、合計4,680人の参加者が訪れたそうです。
　日中の猛暑に比べ湿地の夜は暑さも幾分やわらぎ、小さな命の神秘
的な淡い光と、自然の谷津の夜景も一緒に眺めることができた楽しい
観賞会でした。

県立北総花の丘公園
原山1-12-1　千葉ニュータウン中央駅から徒歩10分、　

　駐車場あり（有料）
北総花の丘公園管理事務所（☎︎47-4030・D47-4032）

　園内のヘイケボタルは、人工飼育ではなく、
放流もしていないとのことで、猛暑の影響か
ホタルの数が例年になく減少していました
が、参加者は宝探しの様にホタルを探し、見
つけては歓声を上げていました。また、コー
スの坂道と階段はイルミネーションライトで

　毎年、夏休みに印旛歴史民俗資料館で開催される勾玉づくりの体験教室。
体験教室では、滑石(かっせき)というやわらかい石を使い、角張ったとこ
ろを砥石で削り、サンドペーパーで磨いて仕上げます。
　参加した人たちは、角を削り、丸くつるっとした勾玉づくりに夢中。仕
上がった勾玉は、世界にひとつだけのオリジナルペンダントとなりました。
問 印旛歴史民俗資料館（☎︎99-0002）

8時30分～13時30分
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印西市人口10万人突破記念事業　

みんなでつくる「木下街道膝栗毛」リターンズ

　江戸時代の衣装に身を包んだ案内人が市内の名所旧跡を案内するウォーキングイベント。
長道中コース…木下河岸→吉岡まちかど博物館→上町観音堂→木下万葉公園→木下交流の杜広場→木下貝層
→コスモスふれあいまつり会場→長楽寺→大森鳥見神社→上宿古墳→六軒厳島神社（約9キロ）
短道中コース…岩井家住宅主屋（旧武蔵屋）→上町観音堂→コスモスふれあいまつり会場→木下貝層→木下万
葉公園→木下交流の杜広場→吉岡まちかど博物館→木下河岸（約5キロ）
※荒天時は中央公民館内で印西の歴史、文化などを紹介するイベントを行います

中央公民館集合
どなたでも
300人
500円（一般）、300円（小・中学生）
氏名、住所、性別、年代、連絡先、希望コース、交通手段を記入し、9月30日（日）までに

FAXまたはメールで下記へ（先着順）
※車いすなどを利用する人は、その旨を併せて記載　
◎注意事項　
◦車を利用する人の駐車場は印西市役所となります
◦駐車場から集合場所までのバスを運行します（7時から15分間隔）。最終バスは8時15分発です
印西ふるさと案内人協会（☎070-6472-0384・D46-0193・ inzaifurusato@gmail.com）

※電話は9時～18時
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づくりを体験古代のアクセサリー

広報レポーター
近能 善弘（内野）

照らされ、夜しか咲かない華麗なカラスウリの花と都会では見られな
くなってきたキツネノカミソリの花もライトアップされていました。

角を丸めるポイントは手首のスナップ

仕上がりまであと一歩
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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